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が， 2月 6日 （マグニチュ ー ド＝M6.7 ) , 4 月に
入って7 日 (M6 .6), 17日 (M6 .0 ) , 23日(M6 .5 )  
と，たてつづ けに発生した（図1 )。
この地域について過去のM 7 以上の記録を調べ
てみると， 1677年(M7. 4), 1905年(M7. 4), 1938 
年 ( M 7クラ ス4個） の地震が起 こっている。 特
に1938年の地震活動は， 11月をピークとするM 7






りながら， 十勝沖等とは， 太平洋プレ ー トの沈み
込み方が異な っている。即ち， 図ー2のように， 右
から左へ移動してぎた太平洋 プレ ー トは，普通，
そのまま日本列島の下に潜り込んでいくが， 福島
沖では， 陸寄りの斜めに潜り込むプレ ー トが，海
側のプレ ー トから離れて， 沈下する動ぎをしてい
る。このため， M 8クラ スの巨大地震は発生しに
くいが， 1938年のような顕著な群発型となる特徴
がある。




1938年までの約 2. 5年間は静穏であ ったが，1933年
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地 の 特 徴
から1935年にか けての活動の震源の位置は， 日本
海溝から16 0- 170kmの陸地寄りの限られた地域に
集中していたこと がわかる。 しかも， 1935年の 7
月19日 (M6 .9 ) の地震の起こ った場所は，1938年





ので，上が茨城沖， 下が福島沖である。 一 般に周












域があり， 今後，M 7クラ スの地震が起こる可能
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(U J N R)耐風・ 耐震構造専門部会の開催
UJNR耐風・耐震構造専門部 会は， 強風，地
震，高潮，津波等に関する， 日米 両国の最新の研
究を報告し， 討論する会で， 5月 12日から 1週 間
にわたり， 建設省土木研究所で開催された。
当センタ ー からは， 広部第 2研 究部長を初 め第
2研 究部の大谷耐震 実験室長らが 出席し，耐震工
学分野で 2論文， 高潮・津波 分野で 2論文を報告
した。
なお，これに先立ち， 11日に米国側代表団が当
センタ ー を訪れ， 地震予知シ ステム室及び大型耐
震実験施設の 見学を行った（写真）。








の安全な航行の コ ー スと時刻等を内容とした 「河
ロニュ ー ス」を今年の4 月から毎月刊行している。
このニュ ー スは①河口水路の 深浅図（図̶1 ) （相模
湾水産振興事業団と平塚市農政課作成）と②予想潮
位表（当センタ ー 平塚支所作成，図 2 ) 及び海況の
情報として前 月に観測された③水温変化図 （当セ




操業計画を立ててい たが， このニュ ー スのおかげ
で安全な航行と 計画的な操業が可能にな ったと，
船主からは大変喜ばれている。
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所内に資料委員 会（委員長 植原第4 研究部長）





が活発化した。 5月16日 に富士山の直下で この数
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• 5月18 日～ 19日 地震の研究で来日中のソ連科
学アカデミ ー 地球物理研究所のコストグロ ドフ氏
が当所を来訪し， 「堆積層の沈降と地震活動」に
ついて講演を行 った。
• 5月27日 ミュンヘン大学教授 ヘフリガ ー 氏
（声楽家）他 2 名が当所を来訪。
• 6月 4日 日中 科学技術協力のために 来日して
いた中国科学技術合作代表団の呉貼康（ウ・イーカン）
国家科学技術委員 会委員他 4 名が当所を来訪 。
地震の深層観測につい て特に協力を求められた。
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